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Informal Learningの取り組み
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自己紹介
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ASSOCIATES
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Grade 1

5

4

7

6

9

8

・Presentation

・Time 

Management

・Communication

・Analysis

・Team Building

Onboarding Training

HQ STORE

・Leadership

・Business Cycle
・Problem Solving

・Team Building
・Compliance
・Human Management

・Trainer Skill

・Scheduling
・Customer Relationship
・Closing the Sales

・Finance & 

Accounting

・Presentation

・Leadership

Senior 

Leadership 

Development 

Program  

Senior    

Leadership 

Development

Program

・Analysis

トレーニング体系
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学習 仕事転用

学習効果とは？
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70:20:10 モデル
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●他者からの学び – Informal Learning

●経験からの学び - Experience

●研修からの学び – Formal Learning

コース、リーディング、クラスルーム

フィードバック、コーチング、ネットワーキング

ＯＪＴ、チャレンジング

役に立った学びとは？

70%

20%

10%
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70:20:10 モデル
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●他者からの学び – Informal Learning

●経験からの学び - Experience

●研修からの学び – Formal Learning

70%

20%

10%

ORAND

ORAND
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70%

20%

10%

③フィードバック

②業務への転用

①自己学習

短時間でe-learning

にて自己学習

業務で実践し

成果をレポート作成

集合研修で

レポートを発表し

FBを受ける
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フィードバック・フィードバック・フィードバック
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自店店長

担当AM

他店店長

部長

他AM
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フィードバックの原則
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学習(Input )ではなく

実践（Output）に対して
1

リアリティをもって3

自身の経験を通して

主観的に 4

学習の転用の

拡大を促す
5学習テーマに

フォ－カスする
2
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知識と知見
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知識
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知識と知見
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知見

知識

経験や実際に見
聞きしたことから
得た判断力や
洞察など

E-learningや本で

学べる言語情報、
原理原則、

フレームワーク
など
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70%

20%

10%

③スキルの実践

②ナレッジシェアリング

①自己学習

短時間でe-learning

にて自己学習

社内エキスパートから

知見を共有

ワークショップで

一部を実践し

現場で続きを実践するに持ち帰る
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ナレッジシェアリングセッション
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テクノロジーの活用
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●Uncomfortableな学び場の創出

●人と人との化学反応

異種格闘技、他流試合のマッチメイク

人事の役割

●学習目標を設定しない

偶発的な学び、引き算から掛け算の学びへ
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Question?
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